
指針(案)及び手引書（案）の主な改訂点 

 

(1) 指針(案)［平成 20年 4 月］の改訂点 

耐久性照査（中性化）において参考図として示している｢かぶり算定図等｣について、関 

連する安全係数等の最新知見に基づく算定図に変更。 

 ・p.2-7「解説表 2.2.1」「解説図 2.2.1」について、中性化速度係数の予測値の精度に

関する安全係数γ
p
を 1.3 から 1.0 に変更した算定図に差し替え。 

     

     

(2) 手引書(案)［平成 23 年 3 月］の改訂点 

 手引書(案)［本編・照査実務事例編］において、最新知見に基づき算定条件である安全 

係数を見直すことにより、耐久性の照査（中性化、塩害）記述について修正・補完。 

 

○中性化照査関連での変更項目 

・構造物係数 

・中性化残り 

・中性化速度係数の予測値αp の精度に関する安全係数 

・環境作用の程度を表す係数 

・コンクリートの材料係数 

 

○塩害照査関連での変更項目 

・構造物係数 

・拡散係数の予測値 Dpの精度に関する安全係数 

・コンクリートの材料係数 



    

    

    

新新新新    旧旧旧旧    対対対対    照照照照    表表表表    

 

 

 

 

 

１．九州地区における土木ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物設計・施工指針(案) 〔平成20年4月→平成23年10月(改訂版)〕････････････････････････････････１ 

 

 

２．九州地区における土木ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物設計・施工指針(案) 手引書(案) （本編）〔平成23年3月→平成 23年 10月(改訂版)〕････････････２･   

 

 

３．九州地区における土木ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物設計・施工指針(案) 手引書(案) （照査実務事例編）〔平成23年3月→平成 23年 10月(改訂版)〕･･４    
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１．九州地区における土木コンクリート構造物設計・施工指針（案）新旧対照表                                                       

項 目 平成20年4月 平成23年10月（改訂版） 備 考 

２章 2.2.4構造物の耐久性照査 

(1)中性化に伴う鋼材腐食に対する照査 

 

解説 表2.2.1 必要かぶりに算定に使用

した数値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説 図 2.2.1  中性化抵抗を満足する

必要かぶり算定結果図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p2-7） 

 

（p2-7） 
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図 1.2 必要かぶり算定結果［指針(案)］の活用法 

γ
p

＝1.3

２．九州地区における土木コンクリート構造物設計・施工指針（案） 手引書（案） 新旧対照表（本編）    

項  目 平成23年3月 平成23年10月（改訂版） 備 考 

１．耐久性の照査 

1.1中性化に伴う鋼材腐食に対する照査 

【中性化に対する照査実務】 

【簡易ノモグラムの活用例】 

 

【簡易ノモグラムの活用例】 

図 1.2 に設計耐用期間 100 年を想定し，αp の精度に関する安全係数γp を 1.3 とした場合

の中性化抵抗性を満足する必要かぶり算定結果の活用例を示す。 

これより，水セメント比が 55％のコンクリートを使用した場合，普通ポルトランドセメン

トを使用した場合は，中性化抵抗性を満足するために約 31mm のかぶりが必要であり，高

炉セメントB種を使用した場合は，約 42mm のかぶりが必要であることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p.4） 

【簡易ノモグラムの活用例】 

図 1.2に設計耐用期間 100年を想定し，αpの精度に関する安全係数γpを 1.01.01.01.0とした場

合の中性化抵抗性を満足する必要かぶり算定結果の活用例を示す。 

これより，水セメント比が 55％のコンクリートを使用した場合，普通ポルトランドセメ

ントを使用した場合は，中性化抵抗性を満足するために約約約約26mm26mm26mm26mmのかぶりが必要であり，

高炉セメントB種を使用した場合は，，，，約約約約35mm35mm35mm35mmのかぶりが必要であることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p.4） 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p.5） 

 

 

・改定版の欄の強調ｱ強調ｱ強調ｱ強調ｱﾝﾀﾞｰラインﾝﾀﾞｰラインﾝﾀﾞｰラインﾝﾀﾞｰライン表示表示表示表示は旧版からの変更箇所を示す 
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※指針（案）の p.2-7 解説表 2.2.1の条件で作図 
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※指針（案）の p.2-7 解説表 2.2.1の条件で， 

βe[環境作用の程度を表す係数]を 1.6(乾燥しやすい条件)で作図 
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図 1.4 塩害に対する照査を満足する拡散係数およびかぶり判定図 
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図 1.3 水セメント比と塩化物イオン拡散係数の関係 
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=0.660 

項  目 平成23年3月 平成23年10月（改訂版） 備 考 

1.2塩害に対する照査 

【塩害に対する照査実務】 

【簡易ノモグラムの活用例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p.8） 

 

【簡易ノモグラムの活用例】 

使用セメント：高炉セメント B 種，W/C＝53％，設計耐用年数 100 年および海岸線

からの距離を 0.5km と仮定した場合 

  

①塩化物イオン拡散係数の予測値【D
p
】 （図 1.3） 

W/C＝53％より    D
p
＝0.660（高炉セメント B種） 

 

②塩化物イオンに対する設計拡散係数【D
d
】 

D
p
の安全係数γ

p 
=1.2，コンクリートの材料係数γ

c
（ここでは 1.0）およびひ

び割れ幅による影響（ここではひび割れなし）等により D
d
＝0.792 

 

③最小かぶり【c】 （図 1.4

※

） 

九州地方における海岸から 0.5km の距離のコンクリート表面における塩化物

イオン濃度 C
0
は 1.5kg/m

3

であるので，D
d
が 0.792のときの最小かぶりは， 

c＝63mm 

 

以上より，かぶりが 63mm 以上の場合は，塩害に関する耐久性を満足することがわ

かる。 

※図 1.4 は，以下の条件によるものであり，条件が異なる場合は使用できない。 

・C
d
のばらつきを考慮した安全係数γ

cl
：1.3 

・耐用年数ｔ ：100(年) 

 

（p.8） 
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３．九州地区における土木コンクリート構造物設計・施工指針（案） 手引書（案） 新旧対照表（照査実務事例編）     

項 目 平成23年3月 平成23年10月（改訂版） 備 考 

橋梁下部工  

照査例①：A橋脚（壁式橋脚） 

1.5 耐久性照査  表1.5.1 

 

 

 

 

 

 

（p例-5） 
（p例-5） 

 

（１） 中性化に対する照査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p例-7） 

 

（p例-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改定版の欄の強調ｱ強調ｱ強調ｱ強調ｱﾝﾀﾞｰラインﾝﾀﾞｰラインﾝﾀﾞｰラインﾝﾀﾞｰライン表示表示表示表示は旧版からの変更箇所を示す 
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項 目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 3月 

 

 

（p例-8） 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 10月（改定版） 

 

 

 

（p例-8） 

 

 

 

 

 

 

備 考 
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項 目 

 

 

平成 23年 3月 

 

 

 

 

 

（p例-9） 

 

 

 

 

平成 23年 10月（改定版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p例-9） 

 

 

 

 

 

 

備 考 
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項 目 

（２） 塩害に対する照査 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

平成 23年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p例-10） 

 

 

 

 

 

 

（p例-11） 

平成 23年 10月（改定版） 

 

 

（p例-10）  

 

（p例-11） 

備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄk＝γpＤp  (式 1.5.9) 

γp：Ｄp の精度に関する安全係数。一般に 1.0～1.3 としてよい。

ここでは土木学会の回帰式 1.5.8 を用いるものとして 1.2 

とする。 

 

 

[Ⅰ]で得られた結果と係数  を(式 1.5.9)に代入すると， 

Ｄk＝1.2×0.660＝0.792(cm

2

/年) 

[[[[ⅡⅡⅡⅡ] ] ] ] 塩化物イオン拡散係数の特性値算出【塩化物イオン拡散係数の特性値算出【塩化物イオン拡散係数の特性値算出【塩化物イオン拡散係数の特性値算出【 kD 】】】】 

pγ
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Cd＝γcl・C0（1－erf（
tD

c

d

d

⋅
⋅

2

1.0
））   (式 1.5.12) 

項 目    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

平成 23年 3月 

 

 

 

 

 

（p例-12） 

 

 

（p例-13） 

 

平成 23年 10月（改定版） 

 

 

 

 

（p例-12） 

 

（p例-13） 

 

備 考 
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項 目    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

平成 23年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（p例-14） 

 

 

 

 

 

 

平成 23年 10月（改定版） 

 

 

 

 

 

 

（p例-14） 
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項 目    

〔参考〕 

    

    

平成 23年 3月 

（p例-15） 

 

 

 

平成 23年 10月（改訂版） 

 

（p例-15） 

 

 

 

備 考 
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項 目 平成 23年 3月 平成 23年 10月（改定版） 備 考 

ボックスカルバート  

照査例① 

4.5耐久性の照査 

（１） 中性化に対する照査 

    

    

    

 

 

 

（p例-70） 

 

（p例-70） 

 

 

 

 

 


